今月の花「スイセン」
以下は大阪府老連の機関紙「ねんりん」来年１月号への投稿文である。
『清楚で香しい花スイセンは、雪の中でも咲くことから雪中花とも呼ばれ文字通り冬の代表的な花である。名の由来は、漢名「水仙」の音読みであるが、この草が水辺を好み仙境を感じさせる花をつけるところから付けられたという。
スイセンは地中海沿岸などが原産でシルクロードを経て唐代の中国に渡り、日本への渡来は平安末期と言われている。確かに、万葉集や平安時代の文学には、「水仙」あるいはそれらしい花は登場しない。文献に表れるのは室町時代になってからである。
スイセンはヒガンバナ科の多年草で、花は結実しないので、鱗茎と言われる球根で増える。この球根は有毒であるが、昔から毒は薬にもなる、の例え通り民間では球根をすりつぶして、鎮痛や、腫瘍治療の目的で使われたようであるが、今はもっぱら鑑賞用である。
１７世紀以降イギリスを中心に改良が進められ、多種多様の花形や花色をもった品種が生み出され現在では一万を超える品種が登録されていると言われている。
日本には、古くに帰化した二ホンスイセン１種が自生、各地の黒潮の流れに沿った海岸沿いに群生している。例えば淡路島、南房総や伊豆半島そして越前海岸などの群落が有名で、福井県の県花にもなっている。この冬季も寒い海風にも負けず咲き続けるスイセンを思うと何か心が洗われる思いがする』
＊名の由来：上述のように標準漢名の音読み、この草が水辺を好み、仙境を感じさせる花をつけることからの命名と言われる。別名は雪の中でも咲くので「雪中華」で室町時代の「下学集」にこの
名が出てくる。
＊原産地：ギリシャ神話・旧約聖書などにも登場
                           December.2015.KNC
し、古くから世界中で親しまれて来ているが、原産地は明確ではない。おそらく南欧であろうと思われている。南欧・ピレネー地方ではいまも様々な種類が自生すると言われている。世界中に６０種以上の原種及びこれに準ずるものがあると言われ、１７世紀以降イギリスを中心に品種改良が進められ現在では１万種を超える品種が英国王立園芸協会に登録されているとのこと。
・日本への渡来は、遣唐使以前。日本各地の海岸、に多く自生していることから、中国からの伝来は人為的なものではなく、海流に乗り日本海側の海岸に漂着した球根が広がったと見られている。いずれも僻地の海辺であったため知られなかったのであろう。
＊伝説：福井県の越前岬の急斜面に群生する水仙有名であるが、この水仙には悲しい恋の伝説が伝えられている。
　平安末期、居倉浦に住む山本二郎太は、父と兄が木曽義仲に従って京攻めに出た留守のある日、荒海で美しい娘を助ける。二人はやがて愛し合うが、戦いに敗れて帰郷した兄の一郎太もその娘に恋慕し、ついに兄弟の果し合いとなる。仲の良かった兄弟の争いに心をいため、いずれとも決めかねた娘は、ある夜越前岬から荒れ狂う海に身を投げた。翌春、海岸に清らかな花が流れ着いた。村人はこの花が哀れな娘の化身として海岸に植え大切に育てた。その花が水仙であった。
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・・・冷たい風を受けながらも健気に咲く水仙、その気高い香りが寒さを忘れさせてくれる・・・。
